
 

 

1 金沢市ガス事業・発電事業譲渡関連議案が、9 月 17 日最終本会議で賛

成 27 票、反対 9 票、棄権 1 人、欠席 1人という結果、可決されまし

た。 

2 ガス事業は、本市の重要施設であることから本市市有財産条例の特別

議決（出席議員数の 3分の 2以上の賛成）が必要でした。 

3 100 年余にわたり市営事業として運営されてきたガス事業・発電事業

を譲渡する方針が打ち出されて以来、市民の様々な取り組みが展開さ

れ、広がる中で、市議会での採決が行われました。 

4 議会での議論を通じて、問題が次々に出され、こうした事態では、譲

渡は進められないという状況が作り出されました。コロナ禍の影響も

あり、当初予定していた 6月議会への譲渡関連議案は、上程できず 9月議会となりました。 

来年 4 月からの新会社による事業開始が迫るもと、議会での議論とともに、ストップさせようとの市

民運動が広がりました。 

5 残念ながら、否決には至りませんでしたが、議会内での共闘、市民とともに連携した取り組みなど貴

重な戦いとなりました。 

6 現在、河川法に違反するとした点を取り上げた住民監査請求が取り組まれています。来年 4月までの

新会社による事業開始までには法的な許認可、本市職員の 81 名にのぼる退職派遣など問題が多くあり

ます。引き続き、市民の皆さんと取り組んでいきます。 

 

 

議案第 22 号、議案第 24 号、議案第 32 号、議案第 33 号、議案第 41 号           

※議⾧であるため、特別議決の議案第 32 号のみ採決に参加 



 

5 月の調査では、家庭で端末に接続できない子どもは約 3,500 名いたが、現

在の状況は調査中である。臨時休業の際は、教育委員会にある貸出ルーター

に SIM カードをつけて配布するが、今後は学校ですぐ対応できるように準

備に入る。（教育長） 

コロナで子育て世帯からのご相

談について 

①子どもや親が感染したら、入院

や療養はどうなるのか。②学校や

保育所が休みとなり、親も仕事を

休む必要がある場合の休業補償

のご案内をするべきだがどうか 

ご家庭に負担なく、学習用端末が使えるように
学習用端末の家庭への持ち帰りが始まっているが、通信環境が整っていな

いご家庭はどれくらいあるのか？また、家庭に負担させるべきではなく、貸

出ルーターをSIMカードを付けてお渡しするべきではないか。 

学校トイレでの生理用品の配置を求める
小中高生へのアンケートでは、「保健室に生理用品がもらいに

行きやすいか？」に「いいえ」が 71.4％、「学校のトイレに生

理用品が置いてあったらよいと思うか？」に「はい」が 94.3％

であった。誰に言わなくても気軽に生理用品を手に取れ、安心

して学校生活を送るためにも、学校トイレに生理用品を配置す

るべきだがどうか。 

障害のある方への支援について
障害を持った方は、障害者総合支援法に基づ

いていろいろなサービスがある。サービスを

知らなく、支援が届かない方たちへの対策。

特にコロナかで社会的に孤立しやすい方々

の声を把握し支援に結び付けるにはどのよ

うにされているのか。 

現在の保健室での使用状況や養護教諭の意見も踏まえ、 

トイレ配置での管理面や衛生面の課題を整理したい。 

その上で、教育的観点から保健室に配置しながら、思春期

の児童生徒の信条に配慮できる方法がないか、他都市や他

施設の取り組み踏まえ、今しばらく研究したい。（教育長）

障害者手帳を持ちながら障害福祉サービス

を利用していない方の実態を把握すること

は、大切なことだと考え、療育手帳を持ちな

がらサービスを利用していない方を訪問し、

生活実態調査を行い本人のニーズのあった

支援につなげている。今後は精神障害者保健

福祉手帳を持っている方でサービスを利用

していない方にも拡大して取り組んでいき

たい。（市長） 

①原則親子が一緒に入院、または自宅で療養できるよう、

調整している。ただ、保護者が重症となった場合は保護

者のみの入院となるが、子どもは安全に過ごせるよう預

かり先を調整している。 

②国は、小学校休業等対応助成制度に加え、保護者が直

接申請できる休業支援制度の運用を開始すると発表し

た。『金沢子育てお役立ちウェブのびのびビ～ノ』を活用

し、これらの支援策が広く行き届くように努める 

（市長） 
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